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第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

１．応募の背景１．応募の背景

省エネナビの設置と温湿度測定器（貸与）により、居住者の意識を高
めるとともに、データを収集して省エネアドバイスを行い、削減効果を
把握する社会実験も兼ねる（３年で終了）。

 普及型省CO2住宅の構築と検証を兼
ねたM邸を竣工（2005年夏）

 サステナブル住宅賞受賞（2007年春）

 当社グループ内の住宅に、その技術
が部分的には使用されている（2007
年春～）

 全てのシステム（太陽光発電やPCM
蓄熱など）を盛り込んだ住宅の普及
はゼロ

第２回サステナブル住宅賞受賞仕様
を基にした、省CO2効果が大きく期待
できる住宅を普及させたい。

更に



２．先進性２．先進性
① 次世代省エネ基準を超える断熱性を確保する断熱工法の採用
② 開口部はアルミ樹脂複合Low-Eガラスの採用（Low-Eタイプの方位

別使い分けおよびブラインド内蔵サッシの採用）
③ ＰＣＭ蓄熱床および通風などのパッシブ設計の採用
④ 断熱浴槽の採用やＣＯ２冷媒ヒートポンプ給湯器の採用
⑤ 太陽光発電システムの採用
⑥ 省エネナビ・温湿度測定器を設置してアドバイスサポートを行う

吹き抜け部分断面概念図

ＣＡＳＢＥＥ評価
Ａランク以上

屋根面断熱

オリジナル通風簡易計算ソフトにより
20回／ｈを目安にして設計する

● 風の入口となる窓の設定

Ⅰ.対面方向 29 0
Ⅱ.隣接方向 27 3 1.5
Ⅰ.対面方向 29 1.05 0.525
Ⅱ.隣接方向 27 1.16 0.58
Ⅰ.対面方向 29 0
Ⅱ.隣接方向 27 1.55 0.775
Ⅱ.対面開口 29 0
Ⅱ.隣接方向 27 1.49 0.745
Ⅰ.対面方向 29 0
Ⅱ.隣接方向 27 3.3 1.65
Ⅰ.対面方向 29 0
Ⅱ.隣接方向 27 0

※1. 3面開口の際は、入口の窓を対面方向と隣接方向の1/2にする。

  　　居室④はドアを含む経路と含まない経路があるため、経路を2つに分けて計算

● 風の出口となる窓の設定

Ⅰ.対面方向 0 0.00 0.2
Ⅱ.隣接方向 2.15 1.075 0.72 0.8
Ⅰ.対面方向 1.76 0.88 1.68 1.2
Ⅱ.隣接方向 1.76 0.88 1.52 1.2
Ⅰ.対面方向 0 0.00 0.2
Ⅱ.隣接方向 1.56 0.78 1.01 1.0
Ⅰ.対面方向 0 0.00 0.2
Ⅱ.隣接方向 1.44 0.72 0.97 1.0
Ⅰ.対面方向 0 0.00 0.2
Ⅱ.隣接方向 1.49 0.745 0.45 0.6
Ⅰ.対面方向 0 0.00 0.2
Ⅱ.隣接方向 0 0.00 0.2

※2. 次ページに補正係数αを求めるための数表を示す。

● 卓越風向との角度及び経路上の建具数による補正計算

Ⅰ.対面方向 318.45 0.96 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 48.45 0.75 0 0 1.00
Ⅰ.対面方向 1 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 48.45 0.75 0 0 1.00
Ⅰ.対面方向 1 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 311.55 0.89 1 0 0.95
Ⅰ.対面方向 1 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 48.45 0.75 0 0 1.00
Ⅰ.対面方向 1 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 138.45 0.71 0 0 1.00
Ⅰ.対面方向 1 0 0 1.00
Ⅱ.隣接方向 1 0 0 1.00
※3. 次ページに補正係数βを求めるための数表を示す。 ※4. γ =  1 - 0.05 × D - 0.01 × F
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Ⅰ.対面方向割当：1/2

Ⅱ.隣接方向割当：1/2

Ⅰ.対面方向 Ⅱ.隣接方向３３..通風設計と効果通風設計と効果

簡易通風計算例（エクセル使用）

各市町村が計測しているデータも
独自に入手、平均化し分析した
データを用いる。

気象データ分析例（埼玉県草加市）



４４..設計システムの普及設計システムの普及

施
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様
）

設
計

ポ
ラ
ス
暮
し
科
学
研
究
所

ラフ設計段階 通風チェック依頼

通風アドバイス、指導

CASBEE評価勉強会

CASBEE自主評価

CASBEE評価アドバイス、指導

研究所と設計の密な連携により、設計部署内で通風
設計、CASBEE評価が出来るようにしていく。
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５５..省エネアドバイスサポート省エネアドバイスサポート

半年に１回※データ回収、
電池交換、ヒアリング

※夏の終わりと冬の
終わりを目安とする

施
主
（
お
客
様
）

専
任
の
担
当
者

新築時入居後に設置

データ収集・住まい方ヒアリング

隅角部や窓際にならないように、
居住者とともに設置

温湿度測定器：主要居室
（１住戸５カ所程度）に設置

データ分析
アドバイス等

１年分のデータ
ストックが可能

「冷房時の室温が冷
えすぎですね、もう
少し設定温度を上げ
ましょう。」

「エアコンのオン
オフで消費量が増
加しています。あ
なたの住まい方な
ら、連続運転の方
が効果的です。」

メールや現場説明による
省エネアドバイス

【学
会
等
で
発
表
】

省エネナビ：クランプは分電
盤に、表示本体は居室に設置
ＰＣによりデータを吸い出す

ポ
ラ
ス
暮
し
科
学
研
究
所



６．省ＣＯ６．省ＣＯ２２効果効果
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C O 2 発 生 量 （ k g - C O 2 ） 売 電 相 当 C O 2 （ k g - C O 2 ）

kg-CO2/年m2
評価対象 一般住宅

暖房 1.67 3.42
冷房 0.64 0.81
給湯 6.04 10.13
照明 2.82 3.76
家電 6.25 8.34
調理 1.06 1.41
換気 0.83 2.06
節水 1.03 1.46

太陽光 16.11 －

建設 4.46 8.92
修繕・更新・解体 5.08 3.02

居住 3.15 21.32

合計 12.69 33.26
61.8%
85.2%

※CO2排出係数：０．３６８kg-CO2／kWh（東京電力）を用いた

削減率
居住段階削減量

※居住段階実績値は節水をCASBEE計算値を用いるとすると、2.79+1.03=3.82 居住段階削減率 ８５％

LCCO2削減率 ６２％

売買電力量CO2換算値
（Ｍ邸実績値2005.9～2008.8）

CASBEE算出値

居住段階排出CO2（節水を除
く）

【kg-CO2／年m2】
CASBEE算出値：2.12
Ｍ邸実績平均値：2.79
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つくり手・住まい手・近隣が一体となったつくり手・住まい手・近隣が一体となった
地域工務店型地域工務店型

ライフサイクル省ライフサイクル省COCO22木造住宅木造住宅

株式会社株式会社 アキュラホームアキュラホーム

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

2

プロジェクトの全体概要

《コンセプト》
ねらい：普及型省ＣＯ２住宅を世に広める

Ⅰ．住宅のライフサイクルによる総合的な省CO2対策
建設・居住・解体段階でＣＯ２ ４１％削減
製造・流通段階で＋α削減

Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策
「街区レベル省ＣＯ２設計」

Ⅲ．主宰する約５００社の工務店ネットワークへの
段階的な普及体制

年間約９，０００棟規模の波及効果
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Ⅰ．住宅のライフサイクルによる総合的な省CO2対策

（１）住まい方の情報提供・行動誘発

（２）住まい手の省CO2意識喚起
（３）更新時の環境負荷軽減

３．居住段階

自然エネルギー活用のための視覚的ツール、

『住まい方ガイド』等により「住まい手」

に省CO2的な住まい方を啓発

１．製造・流通段階

地域材による地産地消、自社物流センター

による廃棄物削減、搬入回数削減等

（１）地域材活用
（２）廃棄物削減
（３）資源の有効活用

（１）基本性能の確保

（２）自然エネルギーの利用

（３）街区レベル省CO２設計手法
（４）高効率設備の採用

２．建設段階

地域･立地条件･相隣関係を考慮した街区レベルの

自然エネルギー利用設計、マイスター認定取得者

による精度の高い断熱工事

（１）リサイクル
（２）リユース
（３）リデュース

４．解体段階

リサイクル材の採用、構造材のリユース、

住宅の長寿命化等により省資源・廃棄物抑制

住宅のライフサイクルにおける
総合的な省CO2対策

CO２ ４１％削減

＋α削減

4

Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【つくり手】

・自社物流センターにおける

資材搬入回数の削減、

余材の回収・再利用

・地域材（埼玉県産材）の活用

による地産地消

・断熱マイスター制度活用による

施工品質確保

＜埼玉県産木材販売伝票＞

＜マイスター認定証カード＞

従来 ４０～５０回

平均 １２回に削減

搬入回数 １／４
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Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【つくり手】

・太陽光発電システムによる

創エネルギー

・世帯構成に応じた高効率給湯器

採用による給湯エネルギー削減

・省エネ基準達成率１００％以上の

設備採用による家電・厨房設備

消費エネルギーの削減

・住宅の長寿命化によるリデュース

6

Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【つくり手】

・新築住戸の省CO２対策だけでなく、既存周辺建物への

省CO２に配慮した 「街区レベル省CO2設計」 を行う
埼玉県さいたま市浦和区想定の街区モデル

夏至

冬至

冬至

夏至 冬至 夏至

冬至
夏至

夏至

D棟～A棟 断面

E棟～B棟 断面

F棟～C棟 断面

T-1

T-3

T-3

W-1

W-2

W-3 W-3

W-3

W-3

W-7

W-11

W-11

W-11

W-11

S-2

S-3

S-4

S-4

S-4

S-5S-5

S-5

S-5

S-7

S-8

夏至

S-9

S-9

S-10

S-11

S-11

S-11

S-11

S-13

S-13

S-13

A棟D棟

B棟E棟

C棟F棟

32の設計手法と適用方法

夏期の風向

夏期の風向夏期の風向

冬期の風向 冬期の風向

Ａ B

C

D

E

F

T-1

T-2

T-2

T-4

T-4

W-1

W-2

W-3

W-3 W-3

W-3

W-4
W-4

W-4

W-4

W-5

W-7

W-5

W-6

W-6

W-7

W-8

W-8

W-9

W-9

W-9

W-10 W-10

W-10

W-12
W-12

W-12

S-1

S-6

S-6

S-13

S-13

S-13

S-14

S-14

S-15

S-15

S-15

S-13S-13
S-13

太陽高度・風向き（埼玉県：浦和）

冬至 夏至 冬期 夏期

31.1 77.9 北西 南、東北東

太陽高度 卓越風向
アミ掛けの項目は必須項目。その他、３２手法の
うち５項目以上を選択項目とし、合計10項目以上
の設計手法を採用すること

相隣関係を考慮し、街区全体で

自然風・日射熱利用、日射遮蔽を行う
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Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【つくり手】
冬期の風向

夏期の風向

夏期の風向

冬期の風向

《設計手法》

◆地域特性に見合った自然風利用、日射熱

利用・日射遮蔽

◆北側住戸の日射熱利用、卓越風風下側

住戸の自然風利用、東側住戸の日射遮蔽

等にも配慮した配置・平面・外構・植栽計画

とし、周辺住戸の省ＣＯ２にも寄与する

太陽高度・風向き（埼玉県：さいたま市浦和区）

冬至 夏至 冬期 夏期

31.1 77.9 北西 南、東北東

太陽高度 卓越風向

夏至

夏至

夏至夏至

夏至

夏至

冬至

冬至

冬至

冬至

8

Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【つくり手】

Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ棟 Ｄ棟 Ｅ棟 Ｆ棟

日照を考慮した平面計画 Ｌ型プラン 18 S-1 ●

2階ＬＤＫ 19 S-2 ●

日照を考慮した配置計画 建物間の距離 20 S-3 ●

建物形状による日射遮蔽 庇、軒の出 21 S-4 ● ● ● ● ● ●

バルコニー、オーバーハング 22 S-5 ● ● ●

建物部品による日射遮蔽 西側窓の小型化 23 S-6 ● ●

ブラインド、ブラインドシャッター 24 S-7 ● ●

すだれ 25 S-8 ● ●

導光効果 吹き抜けプラン 26 S-9 ● ●

仕上面の反射 27 S-10 ● ● ●

トップライト 28 S-11 ● ● ● ● ● ●

高窓、欄間 29 S-12 ●

外構計画による日射遮蔽 落葉樹 30 S-13 ● ● ● ● ● ●

緑のカーテン（壁面緑化） 31 S-14 ● ●

芝生による照り返し防止 32 S-15 ● ● ● ● ●

No.

日
射
熱
利
用
・
日
射
遮
蔽

分類 設計手法 記号
モデル棟による実践例

Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ棟 Ｄ棟 Ｅ棟 Ｆ棟

北側の下屋形状による北側住戸の日照確保 1 T-1 ●

東西側下屋による北側住戸への日照確保 2 T-2 ● ●

北側屋根母屋落としによる北側住戸の日照確保 3 T-3 ● ●

東西隣戸の日射遮蔽に貢献する落葉樹配置 4 T-4 ● ●

屋根面利用 屋根勾配（フラット～３寸：流出口）　トップライト 5 W-1 ●

屋根勾配（３寸以上：流入口） トップライト 6 W-2 ●

屋根勾配（３寸以上：流出口） 頂側窓、トップライト 7 W-3 ● ● ● ●

ウインドキャッチャー 片開き窓 8 W-4 ● ● ● ●

植栽 9 W-5 ● ●

外構による袖壁 10 W-6 ● ●

地窓＋高窓の温度差通風 11 W-7 ● ●

通風時の防犯、騒音への配慮 夜間でも開け放しにできる細幅窓 12 W-8 ● ●

格子付窓 13 W-9 ● ● ●

開放ストッパー付縦すべり窓 14 W-10 ● ● ●

通風ランマ付内装建具 15 W-11 ● ● ● ● ● ●

北側への常緑樹 16 W-12 ● ● ●

外構計画による流入空気温度調節 17 W-13 ● ● ● ● ● ●

モデル棟による実践例

街
区
設
計

自
然
風
利
用

No.分類 設計手法 記号

設計手法をリスト化し、

「街区レベル省CO2設計」をサポート
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Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【住まい手】
・「住まい方ガイド」により日本の省CO２的な住まい方を啓発
・自然エネルギー活用のための視覚的ツールの提供
・光熱費目安提示と表示モニターによる見える化
・省CO２的な住まい方に関する住まい手へのコーチング

＜外気温度計＞

＜ソヨゴ（風量風向を知る）＞

アキュラホーム 御中

アキュラホームさま　次世代省エネ　太陽光（１０月まで）における電化住宅のご提案
建　物　概　要 ランニングコスト比較

□ 件 名 ： アキュラホームさま 次世代省エネ 太陽光（１０月まで） System 1 System 2

項　　目 備　考

□ 住 所 ：
基本  一般電力基本料金 25,200 19,656

□ 建 物 種 別 ： 次世代省エネ基準 料金  深夜電力基本料金 0 0

[円/年]  ガス基本料金 - 12,978

□ 建 物 規 模 ： 地上　2　階 ，　戸数　1　戸 (1)基本料金小計 25,200 32,634

従量 冷房 13,082 12,994

□比較システム概要 料金 暖房 12,484 13,015

System 1 System 2 [円/年] 蓄熱暖房 0 0

電気契約種別 電化上手 従量電灯 床暖 0 0

電気契約容量 10 kVA 6 kVA 給湯 16,006 75,151

乾燥・ミスト 0 0

調理 12,984 10,013

ガス種別 - 13A 電灯コンセント 63,737 64,201

電気給湯機種別 通電制御 - 24H換気 1,957 2,054

生活パターン 普通 普通 その他 0 0

家族構成 4 人 4 人 コジェネ - 0

建物種別 次世代省エネ基準 次世代省エネ基準  (2)従量料金小計 120,251 177,427

設備　　　　　＜給　湯＞ エコキュート ガス給湯器+エアコン 割引料金 深夜契約割引 0 0

／システム ﾌﾙｵｰﾄ（ﾋｰﾀﾚｽ保温） 一般型 [円/年] 全電化，ｽﾏｲﾙｸｯｷﾝｸﾞ割引 ▲ 5,379 0

370 L 24 号 蓄熱機器割引 ▲ 3,276 0

＜厨　房＞ ＩＨクッキングヒーター ガスコンロ ガス割引（-） - 0

＜冷暖房＞ エアコン エアコン (3)割引料金小計 ▲ 8,655 0

（ 8H･10H部分間歇空調 ） （ 8H･10H部分間歇空調 ） 計 (1)+(2)-(3)　　　   [円/年] 136,796 210,061

＜エアコン以外の 売電料金 太陽光発電 ▲ 84,962 ▲ 67,935 ※発電量はNEF（(財)新エネル

暖房器＞ [円/年] (4)売電料金 ▲ 84,962 ▲ 67,935 ギー財団）資料によるものです。

  合計 (1)+(2)-(3)-(4) [円/年] 51,834 142,126

＜浴室乾燥機・ミスト＞ 設置しない 設置しない   ランニングコスト月平均 4,320 11,840

＜２４ｈ換気＞ バス乾・暖房・換気システム バス乾・暖房・換気システム   システム比 100% 274%

太陽光発電機器容量 3.3 kW 3.3 kW

□ 年 間 負 荷
【 冷房負荷 】 9.0 [GJ/年]

【 暖房負荷 】 9.8 [GJ/年]

【 給湯負荷 】 20.1  [GJ/年]

【 調理負荷 】 2.0  [GJ/年]

【 乾燥・ミスト負荷 】 0.0  [GJ/年] 

【電灯・コンセント負荷 】 10.8  [GJ/年] 

【24H換気負荷 】 0.4  [GJ/年] 

【 冷房機器効率 】  エアコン[ 4.23 ]

【 暖房機器効率 】  エアコン[ 4.56 ]

 

【 給湯機器効率 】  エコキュート[ 3.21 ] ガス給湯器（一般型）[ 0.80 ]

【 調理器具効率 】  ＩＨクッキングヒーター[ 0.90 ] ガスコンロ[ 0.56 ]

【 乾燥・ミスト機器効率 】

【 コジェネ 】  

東京電力本店

［本資料はお客さま限りとさせていただきます。なお、お客さまのご使用状況や、燃料費・原料費に応じて試算値が変わる場合があります。］

【 エコキュート 】

ガス契約種別 - 一般ガス供給約款

【 ガス給湯器+エアコン 】

お問い合わせは

▲ 100,000 ▲ 50,000 0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000

ランニングコスト　[円/年]

System 1

System 2

 一般電力基本料金  深夜電力基本料金  ガス基本料金 その他

24H換気 電灯コンセント 調理 乾燥・ミスト

床暖 蓄熱暖房 暖房 冷房

給湯 コジェネ 深夜契約割引 全電化，ｽﾏｲﾙｸｯｷﾝｸﾞ割引

蓄熱機器割引 ガス割引（-） 太陽光発電

【MEMO】
「オール電化」は、家中のエネルギーをすべて電気でまかなう、これからのライフスタイルです。
クリーンで安心な「IHクッキングヒーター」、エコロジー&エコノミーな給湯システム「エコキュート」の採用で、家族の健康・安心はも
ちろん、地球環境まで配慮。
そこにあるのは質を極めた"本物の"快適さです。
電気とつくる、今よりちょっといい毎日。ひとりひとりに、ちょうどいい毎日。
あなたもスイッチ、してみませんか。

＜光熱費シミュレーション・発電モニター＞

＜室温湿度計＞

＜省CO２的な住まい方啓発＞

10

Ⅱ．つくり手・住まい手・近隣が一体となった省CO2対策

【近隣】

・街区レベル省ＣＯ２設計の近隣への情報発信

（設計手法の公開と現場見学会の開催）

現場は、視覚的ツール、緑のカーテン、すだれ等をしつらえる

・現場での「省ＣＯ２的な住まい方」勉強会の開催
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Ⅲ．主宰する約５００社の工務店ネットワークへの
段階的な普及体制

■JAHBnet（ジャーブネット）
アキュラホームの提供するノウハウを共有する
日本最大の「全国の工務店・ビルダーネットワーク」

・全国のビルダー、工務店約500社が参加
・年間住宅供給戸数 9,000戸
・新世代ハウス
・共同購買システム
・長期優良住宅等の啓蒙活動 など

12

Ⅲ．主宰する約５００社の工務店ネットワークへの
段階的な普及体制

STEP１（本モデル事業）

アキュラホームによるモデル棟７棟建設

STEP２
全国工務店ネットワーク内
リーディングメンバー約１０社による地域展開
（年間約２００棟規模）

STEP３
全国工務店ネットワーク約５００社
による全国展開（年間約９,０００棟規模）



「地域活動を通した総合的省エネ設計による「地域活動を通した総合的省エネ設計による
戸建既存住宅における省ＣＯ２普及推進事業」戸建既存住宅における省ＣＯ２普及推進事業」

ＡＧＣグラスプロダクツ株式会社ＡＧＣグラスプロダクツ株式会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

11

既存住宅の省ＣＯ２化における現状と問題点

現
状

わが国における家庭部門のCO2排出量は大幅に増加している。
特に既存住宅（約4,700万戸）の省エネ性能は、現行の平成11年基準を満たす割合は

約５％であり、約５５％の住宅は昭和５５年基準以前の無断熱の建物である。
省CO2化を推進していくためには、既存住宅における省CO2化が必要不可欠であり、

既存住宅の省エネ性能の向上が大きな課題である。
また、住宅での家電設備等によるエネルギー消費量は増加傾向にあるため、省ＣＯ２
化には建築設備の効率を高める必要がある。

①住宅のリフォームは維持保全、設備更新、使い勝手の改善が多く、消費者に省エネリフォームの
必要性、導入方法が適切に伝わっていない。

②住宅の省エネリフォームに関しては、開口部、断熱材、省エネ設備などのメニューがあるが、
メーカーは取り扱い商品のみの省エネ提案を行っており、省エネ効果についてもメーカーは
独自の条件にて明示しているため、消費者は 適な省エネリフォームが何かを判断することが出来ない。

③建材メーカー、設備メーカーは総合的な省エネリフォームの普及啓蒙活動（セミナーの実施、集客）
を行うことが難しい。

④省エネリフォームは専門業者がそれぞれ請け負うケースが多く、総合的な省エネリフォームに関しては
消費者はどこに相談し、依頼すれば良いか分からない。

⑤総合的な省エネリフォームについては、実例を通した効果の検証が不足しているため、消費者への
分かり易い提案ツールがない。

既存住宅の省ＣＯ２化推進における問題点
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本プロジェクトの全体概要（実施体制図）

消費者

普及啓蒙活動
省エネ住宅相談窓口
既存住宅の省エネ診断
消費者への情報発信

・ＮＰＯ 消費者住宅フォーラム
地域住民に対して普及活動を実施
消費者向けセミナーを多数開催
地方公共団体との連携活動

・地域協議会 窓から環境を考える会
消費者向けセミナーを多数開催
消費者の住宅相談窓口
住宅関連団体との連携活動

・ＡＧＣグラスプロダクツ株式会社
開口部省エネ商品の製造販売
エコガラス普及への取組み
全国流通網整備
省エネ設計、環境技術の保持

・総合建材商社
総合建材商社として幅広い取扱い商品
環境配慮型商品を推進する事業構築
建材、設備メーカーとの協働実施

既存住宅の省エネ診断
総合的な省CO2技術の設計提案
省CO2技術の導入工事の実施
省CO2技術導入実例の効果の検証

開口部メーカー、総合建材商社（建材メーカー、設備メーカー）が事業主体となり、消費者への普及啓
蒙活動に関しては地域における活動実績のあるＮＰＯ、地域協議会とタイアップすることで、消費者へ
の普及啓蒙活動から総合的な省エネリフォームの設計、提案ならびに改修工事を一環して行う。
消費者の省エネリフォーム需要を掘り起こし、今までの省CO2化の課題を解決する新たなビジネスモ

デルを構築する。

事業主体者事業協力者
事業協力
（委託）

設計事務所 流通工事店建材・設備メーカー

設計協力・効果の検証

事業提携先

商品・技術の提案 工事の受け皿
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本プロジェクトの全体概要（実施フロー）

１．消費者への普及、啓蒙活動
消費者への情報発信

２．総合的な省CO2技術の設計提案

３．省CO2技術の導入

（省エネリフォーム工事）

４．省CO2技術の効果の検証

５．全国波及・普及に向けた取組み

モデル事業の全国展開

・消費者向けの省エネセミナーを開催。
・省CO2技術の導入方法を提案ツール作成。

・消費者に対しての省エネ導入相談窓口。
・一般消費者へWEB等による情報発信。

・「建物外皮」「省エネ設備」「住まい方」を総合的に
設計提案。

・省CO2メニューをパッケージ化し、消費者が容易に

選択できるツールの作成。
・総合的な省CO2化の設計手法の構築。

（1）建物外皮の断熱性能の向上

（エコガラス、２重サッシ、断熱化材）
（2）省エネ設備の導入

（高効率エアコン、高効率給湯器、太陽光発電）

・省CO2導入実例における効果の測定。
・省CO2効果に加え、経済性、施工性、快適性なども

実例により検証。
・総合的省CO2簡易シミュレーションの構築。

・消費者への普及啓蒙活動に実証例フィードバック。

・各地域のＮＰＯ、地域協議会と同様の取組みを実
施をし、全国へ波及を図る。

・省CO2導入のプロセスと効果を明確にし、消費者

の導入意識を高める。
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省ＣＯ２技術の導入手法について

STEP2
省エネ設備
の導入

STEP1
建物外皮の
省エネ化

建物外皮を断熱化することで冷暖房
負荷を低減させるとともに室内の快
適性、健康性の向上を図る。
導入技術は平成11年基準の省エネ
性能とする。

①エコガラスへの交換
②２重サッシの設置
③天井、屋根の断熱工事
④壁の断熱工事
⑤床の断熱工事

生活の中で出来る省エネ手法、取組みを
実践することで省CO2化を図る。

①通風利用の促進
②冷暖房の 適使用条件
③待機電力の削減 など

住宅で使用する設備を省エネ設備に更新
することで省CO2化を図る。

①高効率エアコンへの取替
②高効率給湯器への更新
③太陽光発電設備の設置 など

先進性省ＣＯ２技術
リフォーム用エコガラス

「ペヤプラス」

先進性省ＣＯ２技術
太陽光発電設備「ｄ．Ｂｌｕｅ」

STEP3
住まい方
の提案
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省エネリフォーム設計提案手法について
■ 既存住宅の断熱性能と使用設備仕様を把握する。

⇒ 省エネ診断シートにより診断実施：消費者のニーズ（お悩み）、住宅仕様を確認

■ 住宅の断熱性能に応じたリフォームメニューを提案。

○○○○○○－－－－設備プラン設備プラン

－－－－－－○○○○断熱プラン断熱プラン

等級３等級３

○○○○○○○○○○総合プラン総合プラン

○○○○○○○○◎◎総合プラン総合プラン

○○○○○○－－－－設備プラン設備プラン

○○○○○○○○◎◎総合プラン総合プラン

断熱プラン断熱プラン

断熱プラン断熱プラン

リフォームリフォーム

プランプラン

－－－－－－○○◎◎

等級２等級２

－－－－－－○○◎◎

等級１等級１

太陽太陽
光光

給湯器給湯器エアコンエアコン断熱材断熱材
開口開口
部部

設備設備建物外皮建物外皮

改修前の改修前の

断熱性能断熱性能

◎ ： 必須工事 ， ○ ： 設計選択工事

■ 省エネ診断シート

リフォームメニューには費用対効果（省ＣＯ２、
快適性）を明示し提案を行う。
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省エネリフォーム設計提案手法について

■ 省エネ改修による建物外皮の断熱性能について

２５棟２５棟

２５棟２５棟

窓（窓（2.332.33以下）以下）

窓（窓（3.493.49以下）以下）++天井天井

窓（窓（3.493.49以下）以下）++床床

窓（窓（3.493.49以下）以下）++外壁外壁

窓（窓（2.332.33以下）以下）++天井天井++床床++外壁外壁

窓（窓（2.332.33以下）以下）++天井天井++床床++外壁外壁

等級４等級４

５５棟５５棟

窓（窓（2.332.33以下）以下）

窓（窓（3.493.49以下）以下）++天井天井

窓（窓（3.493.49以下）以下）++床床

－－

等級３等級３

（改修前が等級（改修前が等級22の場合）の場合）

５棟５棟

窓（窓（2.332.33以下）以下）++天井天井

窓（窓（2.332.33以下）以下）++外壁外壁

窓（窓（3.493.49以下）以下）++天井天井++床床

窓（窓（3.493.49以下）以下）++天井天井++外壁外壁

窓（窓（3.493.49以下）以下）++床床++外壁外壁

等級２等級２

（改修前が等級１の場合）（改修前が等級１の場合）

省エネ改修後の省エネ性能省エネ改修後の省エネ性能 改修前の改修前の

省エネ性能省エネ性能

棟数棟数

８５棟８５棟
改修工事計画案改修工事計画案

（平成（平成2121～～2323年計）年計）

等級３等級３

５１棟５１棟等級２等級２

９棟９棟等級１等級１

省エネ改修前省エネ改修前

の省エネ性能の省エネ性能

※ 本事業では改修工事を行う建物の約３０％（２５棟）を等級４
（平成１１年基準）にする。

カッコ内の数値は熱貫流率（W/㎡･K）を示す。

77

省エネリフォーム設計提案手法について

■ 省エネ設備の設計提案

対象設備はエアコン，給湯器，太陽光発電を前提とする。
省エネ設備の設計提案は提携設計事務所とともに実施し、
設計手法についても簡易な早見表を構築していく。

既存住宅の建築設備の仕様を確認 （省エネ診断）

既存住宅における一次エネルギー消費量を算出

省エネ設備リフォームにおける一次エネルギー消費量を算出

適な省エネ設備リフォームの選定

住宅事業建築主
の判断基準を
もとに算出

（モデルプラン）

建物外皮を含めた総合的な省エネリフォームの設計提案

住宅事業建築主の判断基準
算定用Ｗｅｂプログラム

設計提案書イメージ



88

省ＣＯ２化への効果の検証
■ 効果の検証

本プロジェクトで実施した改修工事は、改修前と改修後の効果を把握を行う。
（サンプリング）

効果の検証
・CO2排出量

・エネルギー消費量
・光熱費 ・改修工事費
・快適性 ・施工性など

省エネ設計手法の妥当性評価

実例を通した提案コンテンツへの展開

総合的省CO2簡易シミュレーションの構築

既存住宅の更なる
省ＣＯ２化の推進が

期待できる。

次ステップ
への取組み
（平成24年

以降）

・各地域のＮＰＯ、地域協議会と同様の取組みを実施し、全国へ普及を図る。
・地域との連携により、消費者への幅広い省CO2推進活動の実現。

・全国の流通網の活用、他の事業者の参入を募り、活動を拡大する。
・省CO2技術導入のプロセスと効果を明確にし、消費者の導入意識を高める。
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

本プロジェクトは既存住宅（約4,700万戸）の消費者の省エ
ネリフォーム需要を掘り起こし、今までの省CO2化の課題を

解決するビジネスモデルであるとともに、全国への普及可
能なスキームであります。
省ＣＯ２化推進のために是非、実現したいと考えております。



東京ガス株式会社、 熊谷市

再生可能エネルギーを利用した再生可能エネルギーを利用した
建物間融通型エネルギーの面的利用建物間融通型エネルギーの面的利用

による省ＣＯによる省ＣＯ22推進モデル事業推進モデル事業

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

1

マロウドイン熊谷
（ホテル､レストラン）

東京ガス熊谷ビル

建物間連携型エネルギーの面的利用の概要

•「東京ガス熊谷ビル」は、竣工25年を機に大規模な熱源改修を実施。併せて「太陽熱利用システム」を導入
•南側が国道に面し、終日豊富な日射が得られる → 中間期や週末、祝日等に余剰の集熱量がある
•公道（熊谷市道）を挟みホテル「マロウドイン熊谷」に隣接 → 年間を通じ大きな熱需要

埋設用配管
25A×2本
（新設）

・貯湯タンク
（新設450ℓ）
・熱交換器
（新設）

ボイラ、貯湯槽給湯設備

地上8階建（RC造）

ホテル、レストラン

階数

用途

ボイラ、貯湯槽給湯設備

地上8階建（RC造）

ホテル、レストラン

階数

用途

建物間で連携して熱融通を行い、更なる低炭素化を目指す

1,400m2

地上3階建（RC造）

事務所

1984年7月

階数

用途

延床面積

既設の熱源システム

・真空管式太陽熱集熱装置 （集熱効率
50% 集熱面積 90m2 ピーク時47kW）

・太陽熱駆動吸収冷凍機（出力35kW）

・暖房用熱交換器、・貯湯槽（1,000L）

・ガス直焚き吸収冷温水機

（冷房117kW, 暖房140kW）

・潜熱回収型給湯器（87kW）

竣工年月

1,400m2

地上3階建（RC造）

事務所

1984年7月

階数

用途

延床面積

既設の熱源システム

・真空管式太陽熱集熱装置 （集熱効率
50% 集熱面積 90m2 ピーク時47kW）

・太陽熱駆動吸収冷凍機（出力35kW）

・暖房用熱交換器、・貯湯槽（1,000L）

・ガス直焚き吸収冷温水機

（冷房117kW, 暖房140kW）

・潜熱回収型給湯器（87kW）

竣工年月



2

熱源機群（既設）

太陽熱駆動吸収冷凍機

ガス吸収冷温水機

太陽熱集熱器
（既設）

貯湯槽

公道

6m

熱融通
導管

太陽光発電
パネル

ガスエンジン
コージェネレー
ションシステム

貯湯槽
熱交換器

①公道（市道）を挟んで隣接
する建物に対する建物間
融通型エネルギーの面的
利用

②余剰熱の熱融通時の
搬送動力相当分を、
太陽光発電から供給

③環境負荷の低い天然ガスコージェネ
レーション廃熱により太陽熱の出力・
温度レベルの不安定さを補完

④「見える化」を通じた 適運用と
地域の省ＣＯ2推進意識の啓発

提案する省CO2技術の概要

3

システムフロー概要と提案する事業の範囲

太陽熱集熱器
（ピーク時

47kW）

ガスエンジン
コージェネ
レーション
（25kW）

太陽光発電
パネル

温水焚
吸収冷凍機

（35kW）

熱交換器

ガス直焚

吸収冷温水機
（冷房141kW 
暖房123kW）

潜熱回収型
給湯器
（87kW）

貯湯槽

冷房

暖房

給湯

隣接ビル
への熱融通

電力

熱交換器

温水

熱媒温水

冷水 冷水

温水

電力

温水

電力

ポンプ

提案する事業の範囲

既
設
シ
ス
テ
ム
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本提案の背景

省エネ法改正に伴うエネルギー
管理義務付け対象の範囲拡大

「エネルギーの面的利用」
への更なる期待

中長期的な低炭素化に資する、
主体間の垣根を越えた連携、再生
可能エネルギー・未利用エネル
ギーの利用拡大の社会的要請

複数主体の連携による省エネ：
「共同省エネルギー事業」に
配慮する規定が追加

隣接する建築物の連携による
低炭素化対策が拡大する可能性

－300m2以上の建築物（住宅を除く）

－事業所単位から事業者単位へ －「京都議定書目標達成計画」
（対策の冒頭に「エネルギーの面的利用」
が記載）

－「地球温暖化対策地方公共団体実行
計画」策定の義務化

（都道府県、指定都市、中核市、特例市）

中小規模オフィスやホテル、飲食店等の
チェーンが新たに規制対象になると考えら
れる

5

エネルギーの面的
利用により、太陽
熱の更なる有効活
用を図る

隣同士の日頃
の良好な関係
を活かした協働

マロウドイン熊谷

・給湯需要の大きさ、熱負荷パターンの違
いを活かした熱の受入れ
・さらなる低炭素化対策のニーズ

熊谷市
・日本 高気温記録（40.9℃）や、晴天日が多

い地域特性を資源として活用する地域活性化
活動「あついぞ！熊谷」等の推進
・特例市として地球温暖化対策実行計画を策定
予定。具体的対策の奨励、支援

東京ガス
・中期経営計画の柱として再生可能エネルギーの利用拡大を掲げ、
技術開発を推進、具体的導入策を提案・実践
・同計画の一環として、竣工後25年が経過した自社ビルに、熱源設

備改修を兼ねて「太陽熱利用システム」を導入。
・高温集熱が行える真空管式太陽熱集熱器と、温水焚吸収冷凍機
を設置。冷房・暖房・給湯への利用を開始（09.7）

提案者・協力者の関係

•熱融通導管の道路
占用許可

•地域活性化活動を
通じたPRの協力 あついぞ!熊谷ⓒ熊谷市
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-15

-10

-5

0

5

10

15

20

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利
用

熱
量

・
未

利
用

熱
量

（
Ｇ
Ｊ
/
月

）

冷房用太陽熱利用量

暖房用太陽熱利用量

給湯用太陽熱利用量

余剰集熱量

太陽熱集熱量

期待される省CO2効果

＜試算条件＞

・代替ボイラの効率: 80%、放熱ロス:10%

・太陽熱集熱効率 ：80% 集熱ポンプ運転時間（月平均）1日平均4h

・中間期の平日および年間の土・日・祝日に東京ガスビル側で余剰熱が発生

・コージェネレーションの運転時間（月平均） 12～3月の平日6h、6～9月の平日3h、10～11月の平日2h

＜集熱見込量の試算＞
・Polysun（TM）による。熊谷市の平年気象データ、集熱パネルの設置面積、方位、角度より算出

年間の太陽熱集熱量と余剰熱量（試算）

利
用

熱
量

・
未

利
用

熱
量

（
G

J/
月

）

コージェネレーションの
廃熱により出力を補完・
更なる省CO2の追及

余剰熱量

年間合計
11トンの省CO2

効果を期待

7

1. ストックの大きい既存中小規模業務用ビルにおける、単体建物を
超える省CO2対策としての、建物間連携型エネルギーの面的利用

のモデル性

2. エネルギーの面的利用における熱媒の搬送動力を太陽光発電に
より賄う組合せの先進性

3. 太陽熱の出力や温度レベルの不安定さを、環境負荷の低い天然
ガスコージェネレーションの廃熱で補完する組合せの先進性

4. 再生可能エネルギーの利用拡大を動機とした、自治体、建物所有
者間の協力関係の成立過程のモデル性

提案のまとめ 省CO2対策の先進性とモデル性



蓄電池を取り入れた蓄電池を取り入れた
「カーボンマイナス＆セーフティ住宅」「カーボンマイナス＆セーフティ住宅」

““見える化見える化””プロジェクトプロジェクト

三洋ホームズ株式会社三洋ホームズ株式会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

蓄電池

太陽光発電

（ｸﾞﾘｰﾝ電力証書）

太陽熱HP

給湯機器

ﾎｰﾑﾈｯﾄ

ﾜｰｸ

ＬＥＤ
照明
(DC)

冷蔵庫

ｴｱｺﾝ

おまかせ

ｺﾝｾﾝﾄ

三洋ﾎｰﾑｽﾞ三洋ﾎｰﾑｽﾞ

分析・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ分析・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ｸﾞﾘｰﾝNet”ES”ﾀｳﾝｸﾞﾘｰﾝNet”ES”ﾀｳﾝ

・停電時自動通電（平常時も使用可能）
・在宅介護者の酸素吸入器や介護ベット
・テレビ、ポットなどに利用可能

・ＥＳ：Ｅｎeｒｇｙ Ｓｔｒａｇｅ ＆ Ｅｃｏ Ｓａｆｅｔｙ

（蓄電による、エコと安心）

省ｴﾈ競技会

ｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝ

1.1. システム概要システム概要

先進技術で環境にやさしく、安心・安全なくらしを実現！

太陽光＋太陽熱＋大気熱 ＋
「蓄電システム」

（DC・ACﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ）



１．太陽光発電等の分散型電源の大量導入障害の防止と

次世代電力網（スマートグリット）の実現（省CO2と安心・安全）

２．太陽光発電（直流）の地産地消によるロス低減

太陽光発電の電気を蓄え、送電ロスを削減、またそのままDC（直流）

機器に利用する（光熱費削減と省CO2)

３．地震や台風などの災害時に役立つ

蓄えられた電気を使って、安心な生活を実現する（安心・安全）

蓄電池
蓄電池 蓄電池

住宅 街 都市

2.2. 何故、蓄電が注目されているのか？何故、蓄電が注目されているのか？

①昼間の太陽光発電の電力を蓄電し、夜間に照明（LED照明）などに放電

②原子力発電が主体となる深夜電力を蓄電し、火力発電が稼動し始める７時以降に放電

太陽光発電ピーク時の充電太陽光発電ピーク時の充電

直流のままＬＥＤ照明へ直流のままＬＥＤ照明へ

深夜電力（原子力）の充電深夜電力（原子力）の充電

太陽光発電前の使用電力（火力）を補助太陽光発電前の使用電力（火力）を補助

約約99円円 約約99円円約約3030円円約約2323円円 約約2323円円

77時時 1010時時 1717時時 2323時時

①①

②②

余剰電力が発生すると蓄電池からの供給ストップ

3. 「1日２サイクル蓄電・放電」による省CO2の実現



太陽光発電 ２次電池 ＬＥＤ照明

ロス

太陽光発電
パワコン

DC／ＡＣ
ＬＥＤ照明ＡＣ／ＤＣ

ロス ロス
ロス ロス

蓄電のある

住宅

これまでの

住宅

系
統

ＬＥＤ照明

太陽電池

二次電池
パワコン

太陽電池

コンバータ
ＤＣ→ＡＣ

ＡＣ→ＤＣ

蓄電する場合 蓄電しない場合

損失の違い

太陽光発電（直流）の地産地消（光熱費削減と省CO2)

・これまで：「直流」→「交流」（→「直流」）

LED照明、PC等の場合：「直流」→「交流」→「直流」

・これから：「直流」をそのまま使う

4. 直流のまま利用する“変換ロス低減”効果

ＬＥＤ照明

災害時に役立つ（安心・安全）

・太陽光発電＋オール電化＝昼間の発電と給湯タンクを利用

・蓄電が加わると＝夜でもテレビが見られ、ネット情報も取れる

・在宅介護などにも安心（照明、専用コンセント）

蓄電

台風・災害台風・災害

緊急地震速報

防犯

SANGENiS

インターネット

照明

テレビ

太陽光発電や深夜電力の

蓄電電気が使えて安心

停電になれば自動的に蓄電からの電力供給が始まります

↓

テレビやインターネット、照明等の利用が可能です（専用コンセント）

5. 住宅版BCPを実現



■：太陽光
発電

■：消費電
力

7月から10月は

太陽光発電で賄って
います

「開けっ放し」が減った

「冷蔵庫がきれいになった」

「晴れセーブ」

「エコ得」が効果的

6.6. くらす人の省エネ意識を変えるくらす人の省エネ意識を変える““省エネ競技会省エネ競技会””
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大阪府泉北郡

7.7. くらしの中で蓄電を最大限生かすプランを検証くらしの中で蓄電を最大限生かすプランを検証
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